
第１回 門真市幼児教育振興検討委員会 議事録 
 
今、就学前教育の重要性が指摘されており、国においても中央教育審議会幼稚園

教育部会で、幼稚園教育の方向性等が議論されております。 
幼児教育は、生涯にわたる人間形成の基礎を培う上できわめて重要であり、本市

におきましても、幼児教育の現状と課題を見定め、今後の方向性を明確にし、取組
みを進めていく必要があります。そのため、門真市幼児教育振興検討委員会を設置
し、検討をしています。 
第１回門真市幼児教育振興検討委員会の議事の要点は、次のとおりです。 

 
開 催 日 時：平成１９年８月３０日（木）午後３時～４時３０分 
会 場：市役所第２別館 第１会議室 
出席委員数：１２名／１２名中 

 
検討委員会委員名（あいうえお順） 
足立喜美夫委員 井上美智子委員 大西宏幸委員 小林美鈴委員 
鈴木有美委員 田中祥子委員 早川勝廣委員 東口正委員 
堀井二実委員 堀井みち子委員 増田暁美委員 増田洋子委員 

 
事務局 
中野学校教育課長 塚本保育課長補佐（代理出席・小倉課長） 松岡教
育総務課長補佐 阪上学校教育課長補佐 谷口学校教育課副参事（欠席）
満永学校教育課副参事 

 
１．教育長挨拶 
２．委員紹介 
３．委員長・副委員長選出と挨拶 

事務局から早川勝廣委員を委員長に、堀井二実委員を副委員長に推薦（異
議なく、早川委員長・堀井副委員長が就任） 

４．教育委員会諮問 
５．議長・副議長選出 

規則により、早川議長・堀井副議長が就任 
 
議 事 
１．会議の運営方法について 

事務局：門真市の「審議会等の会議の公開に関する指針」の規定についての説
明・提案 

議 長：会議の運営について、３点確認していきます。１点目の会議の公開・
非公開については、原則として公開する。ただし、第２回目会議以降
については、審議事項が非公開事項に抵触すると見込まれるものにつ
いては、審議に入る前に一部又は全部について非公開にするかどうか
は、議長が委員会に諮って決定する。このことについて、いかがでし
ょうか。 



全委員：それで結構です。 
議 長：２点目は、議事録の形態・とり方についてであります。発言者につい

ては、役職名のみ掲載し、内容・主旨は事務局が責任を持ってまとめ
る。またある程度、語句は整理して要約した形で記録する。このこと
について、いかがでしょうか。 

全委員：異議ありません。 
議 長：３点目ですが、そのようにして事務局がまとめた議事録についての委

員会の承認の方法の件であります。事務局がまとめた議事録案を委員
長が修正も含めて確認し、公開の許可を与える。そして委員の皆様方
には、次回の会議でその内容を配布して、お示ししていきたいと思い
ますが、いかがでしょうか。 

全委員：異議ありません。 
事務局：公開となりましたので、「公開のルール」を定めさせていただき、次

回の案内に同封させていただきます。会議録の公開については、市の
情報コーナー等を通じて行います。なお公開の時期については、会議
後約１ヶ月以内を目途とさせていただきます。 

 
２．門真市の幼児教育の現状と課題について 

事務局：門真市の幼児教育の現状と課題について申し上げます。公立幼稚園を
はじめとする本市の幼児教育の経緯でございますが、門真市の公立幼
稚園は、人口急増期の昭和４３年、門真幼稚園が設立され、昭和５２
年の大和田幼稚園まで８園が設立されました。 
公立幼稚園における園児数は、昭和５２年の１１１７人をピークに減
少し、昭和５９年には３３８人となりました。この幼児数の減少を受
け、昭和５８年に「門真市幼児教育振興検討委員会」を発足し、「門
真市における公立幼稚園の今後のあり方」について検討を行いました。
翌年、検討委員会より幼稚園再編や２年保育等に関する内容の答申を
受け、昭和６３年に門真・沖・古川橋・二島幼稚園の４園を廃止し、
現在の４園となりました。また、その年から２年保育を開始し、その
後１９年間、今の４園で幼児教育を推進してまいりました。 
公立４園のここ５年間の園児数の推移ですが、平成１５年が３６２人、
１６年が３５６人、１７年が３０５人、１８年が２７５人、１９年が
２８５人となっており、減少傾向のあります。  一方、本市の私立幼稚
園は、現在８園あり、幼児教育の振興に対して、深い理解と認識でも
って貢献され、今日まで公私立幼稚園が共々にその重要性に立って、
市民の要望に応えながら経過してまいりました。 
また、門真市の保育所は、公立が７カ所、私立が９カ所あり、平成１
９年５月１日現在、０歳から５歳までの幼児が７２２名、私立に１１
６４名入所しており、その入所率は１００％を超えている状況にあり
ます。保育所も幼稚園同様、本市の幼児教育の一翼を担っております。
次に幼稚園の現状でございますが、近年、幼稚園においては、社会の
急激な変化の中で、保護者の子育てに対する悩みや不安が増大し、そ
れらが幼稚園に数多く持ち込まれる傾向にあります。また、本市にお



いても家庭や地域社会の教育力は低下の傾向にあると見られ、保護者
の悩みの相談場所が少ないことなどから、地域においても子育ての課
題が多くなり、本市の公立幼稚園でも、未就園児の保育体験や園庭・
園舎の開放、子育て情報などさまざまな子育て支援を実施しています。
最後に本市の幼児教育の課題について申し上げます。 
門真市における幼児数の推移を見ますと、平成１０年度には０歳から
５歳までの幼児は８９７０人、今年度は６９０１人となっており、２
３．１％減少しています。少子化は今後も一層進むことが予想されま
す。本市の公立幼稚園の就園率は約６割で、まさに少子化のあおりを
受けていることは否めません。充実した幼稚園教育がなされるための
適正な規模・配置について検討しなければならないと考えております。
一方、本市の財政状況は平成２２年から２３年にかけてどん底になる
ものと予測されております。このような厳しい状況の中で、公立幼稚
園運営のあり方についても検討していかなければならない時期にきて
いると認識しております。 
次に幼稚園と保育所の連携についてでございますが、制度の異なる施
設であることから、進んでいるとは言えない状況です。しかしながら、
保護者の多様なニーズ、多様な就労形態、生活様式があることから、
幼稚園と保育所はそのような時代の動きを取り入れていくことが求め
られています。どういう形で連携することが望ましいのか、検討して
いく必要があると考えております。 
また、幼稚園と小学校との連携については、児童と幼児が交流する取
り組みはなされているものの、系統だった取り組みとは言えず、年中
行事に特化されているのが現状です。今後、幼稚園教育が小学校以降
の生活や学習の基盤の育成につながることについて、教員も認識を新
たにし、どのように連続性を確保していくのかということも検討して
いかなければと考えております。 

      以上、本市における現状と課題を申し上げました。 
 
議 長：保育所について、入所率はどうなっていますか。 
事務局：地域格差はありますが、入所率は１００％を超えています。待機児童

は、年度途中で若干出てくる程度です。また、簡易保育所は１１カ所
あります。 

議 長：公立幼稚園での３年保育についての計画は、どうですか。 
事務局：今のところ、実施するまでには至っていません。 
委 員：市の財政状況も厳しいと聞いています。そういった状況の中で財政負

担の軽減という面から考えますと、公立の保育園・幼稚園の民営化も
視野に入れながら話を進めていくべきではないでしょうか。また。市
の幼稚園・保育所の窓口を一本化もすべきではないでしょうか。 

議 長：この委員会では、財政面もさることながら、子どものための豊かな教
育環境を保障することとの兼ね合わせの議論をしていくことになるだ
ろうと思います。窓口一本化のことも、きちんと議論していくことが
必要であるかと思います。 



委 員：「子育て支援」ということがよく言われますが、この機会に言葉の定
義や方向性をはっきり聞かせて欲しいと思います。 

議 長：子育て支援がどの方向に向かって、誰のための支援なのか、園運営全
体の問題として、あらためて整理していく必要があると思います。 

委 員：この検討委員会を機会に、今後の幼稚園のあり方を深く考えていきた
いと思います。 

委 員：公・私立それぞれに良さがあり、いろいろな立場での幼稚園のあり方
があってもいいと思います。わが子もお世話になりましたので、いっ
しょに議論させていただきたいと思っています。 

議 長：本日、資料として用意されている「中央教育審議会答申」の概要です
が、文部科学省の就学前教育に対する姿勢を示すものとして、まとま
った提言となっていますので、一度読んでおいていただき、今後の会
議に生かせていければと考えております。 
その中で１つの柱として、小学校と幼稚園施設等の連続性の問題があ
ります。本委員会の構成をみますと小学校の代表がいませんので、場
合によっては、情報交流の機会があってもいいかと思っています。 

委 員：幼児教育をとりまく門真市の状況を、もう少し知りたいと思います。
そこで人口の予測、幼児数の推移や財政的な面、地理的な様子など、
数値的なデータで表したもの等を次回以降の会議に用意していただけ
ますでしょうか。 

議 長：今日は、事務局から門真市の幼児教育の現状と課題について報告があ
り、大枠の状況や流れがつかめたところであります。そこで今、例え
ば公立幼稚園の定員と充足率など数値が出される中で、公立幼稚園が
抱えているさまざまな問題などももっと明確な姿がわかってくると思
われます。 
ところで、公立幼稚園側から見た門真市の幼児教育の現状と課題につ
いて、現場からの声としてご提案していただくことも必要だろうと思
われます。次回、公立幼稚園からご報告いただくとありがたいと考え
ております。よろしくお願いします。 

事務局：今後の予定は、検討委員会を１ヶ月ないし２ヶ月に１回の割合で開催
したいと考えています。次回は１１月１日（木）３時より、門真市教
育センターで行う予定です。どうぞよろしく、お願い致します。 

議 長：それではこれで、第１回門真市幼児教育振興検討委員会を終了します。 
 

以上で第１回検討委員会終了 


